
 
 

      

（
１
）
（
五
つ
星
を
そ
ろ
え
ま
し
ょ
う
） 

 

（
２
）
① 

よ
ろ
ず 

 
 

② 
う
け
た
ま
わ
り
て 

 

③ 

よ
そ
お
い 

 

④ 

き
ょ
う 

 
 

⑤ 

う
つ
く
し
ゅ
う
て
い
た
り 

 
 

☆
⑥ 

し
ょ
う
と 

 

☆
⑦ 

も
う
す 

 
 
 

 

〈
歴
史
的
仮
名
遣
い
を
現
代
仮
名
遣
い
に
直
す
に
は
〉
＊
丸
数
字
は
対
応
す
る
問
題 

 
 
 
 

 

Ａ 

歴
「
ぢ
」
→
現
「
じ
」、
歴
「
づ
」
→
現
「
ず
」 
① 

 
 
 
 

Ｂ 

歴
「
ゐ
」
→
現
「
い
」、
歴
「
ゑ
」
→
現
「
え
」、
歴
「
を
」
→
現
「
お
」 

⑤ 

 
 
 
 

Ｃ 

語
の
途
中
・
語
尾
の 

歴
「
は
・
ひ
・
ふ
・
へ
・
ほ
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

→
現
「
わ
・
い
・
う
・
え
・
お
」 
②
③
④ 

 
 
 
 

Ｄ 

歴
「
ア
段
＋
う
」→

現
「
オ
段
＋
う
」 

⑦ 

 
 
 
 

Ｅ 

歴
「
イ
段
＋
う
」
→
現
「
イ
段
＋
ゅ
う
」 

⑤ 

 
 
 
 

Ｆ 

歴
「
エ
段
＋
う
」
→
現
「
イ
段
＋
ょ
う
」 

④ 

   

☆
（
３
）
① 

い
と 

 
 

② 

あ
ま
た 

 

③ 

う
つ
く
し 

 
 
 
 
 

＊ 

あ
は
れ
な
り
…
し
み
じ
み
と
し
た
趣
が
あ
る 

 
 

＊ 

あ
り
…
あ
る
・
い
る 

＊ 

あ
や
し
…
…
不
思
議
だ 

 
 

＊ 

め
づ
ら
し
…
す
ば
ら
し
い
、
愛
ら
し
い 

＊ 

を
か
し
…
…
趣
（
お
も
む
き
）
深
い
、
す
ぐ
れ
て
い
る 

 

 

〈
覚
え
て
お
き
た
い
「
古
文
の
言
葉
」〉
＊
丸
数
字
は
対
応
す
る
問
題 

 
 

 

□
あ
し
た
（
朝
・
翌
朝
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

□
あ
は
れ
な
り
（
し
み
じ
み
と
し
た
趣
が
あ
る
） 

 
 

□
あ
ま
た
（
数
多
く
）
② 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

□
あ
や
し
（
不
思
議
だ
） 

 
 

 

□
あ
り
が
た
し
（
め
っ
た
に
な
い
・
ま
れ
だ
） 

 

□
い
と
（
と
て
も
）
① 

 
 

 

□
う
つ
く
し
（
か
わ
い
ら
し
い
）
③ 

 
 
 
 
 

□
お
は
す
（
い
ら
っ
し
ゃ
る
） 

 
 

□
お
ぼ
ゆ
（
思
わ
れ
る
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

□
か
げ
（
姿
・
形
・（
日
や
月
の
）
光
） 

 
 
 

□
に
ほ
ふ
（
色
美
し
い
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

□
め
づ
ら
し
（
す
ば
ら
し
い
・
愛
ら
し
い
） 

 
 
 

□
よ
ろ
づ
（
す
べ
て
・
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
） 

 
 

□
を
か
し
（
趣
が
あ
る
） 

  

国
語
（
中
一
）（
古
典
）
＊
解
答
・
解
説 

 

ポ
イ
ン
ト 

川越市マスコットキャラ

クター ときも 

国
語
（
中
一
）（
古
典
）
＊
解
答
・
解
説 

 

ポ
イ
ン
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（
１
）
段
落
…
二 

 
 

文
…
五 

 
 

（
２
）
①
文
節
…
六 

 

単
語
…
十
一 

 
 
 
 
 
 

 
 

☆
②
文
節
…
七 

 

単
語
…
十
五 

 
 

○
文
節
…
「
／
」
、
単
語
…
（
／
以
外
に
）
「
・
」
で
そ
れ
ぞ
れ
分
け
て
あ
り
ま
す
。 

 

 
 

＊ 

①
私
た
ち
・
が
／
住
む
／
川
越
市
・
に
・
は
／
見
所
・
が
／
た
く
さ
ん
／
あ
り
・
ま
す
。 

②
国
内
・
だ
け
・
で
／
な
く
／
海
外
・
か
ら
・
も
／
多
く
・
の
／
観
光
客
・
が
／
来
・
て
／
い
・
ま
す
。 

 
 

 

（
３
）
①
主
語
…
見
所
が 

述
語
…
あ
り
ま
す 

☆
②
主
語
…
観
光
客
が 

述
部
…
来
て
い
ま
す 

 

☆
（
４
）
多
く
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊
二
文
節
以
上
の
場
合
は
「
述
語
」
「
○
語
」
で
は
な
く
「
述
部
」
「
○
部
」 

☆
（
５
） 

自
立
語
…
… 

川
越
・
来
・
よ
か
っ 

＊
付
属
語
…
に
・
て
・
た 

 

活
用
す
る
語
…
来
・
よ
か
っ
・
た 

 

＊
言
い
切
り
の
形
（
終
止
形
）
…
「
来
る
」
「
よ
い
」
「
た
」 

 
 
 
 
 
 

〈
言
葉
の
単
位
〉 

○
文
章
→
段
落
→
文
→
文
節
→
単
語 

 
 

・
文
節 

…
発
音
や
意
味
の
う
え
で
不
自
然
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
文
を
で
き
る
だ
け
短
く
区
切
っ
た
一
区
切
り
の

こ
と
。
区
切
り
目
に
「
ね
」
「
さ
」
な
ど
を
入
れ
て
区
切
る
と
よ
い
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
走
っ
て
／
い
る
」
「
読
ん
で
／
み
る
」
は
二
文
節
。
「
て
」
「
で
」
は
要
注
意
！ 

 
 
 
 

・
単
語
…
言
葉
の
意
味
を
壊
さ
な
い
よ
う
に
、
文
節
を
さ
ら
に
細
か
く
分
け
た
も
の
。 

 
 
 
 
 

一
文
節
に
入
る
単
語
は
一
つ
の
場
合
も
、
複
数
の
場
合
も
あ
る
。 

〈
文
節
ど
う
し
の
関
係
と
文
の
成
分
〉 
 
 
 

 

○
文
節
ど
う
し
の
関
係
…
「
主
・
述
の
関
係
」
「
修
飾
・
被
修
飾
の
関
係
」
「
接
続
の
関
係
」
「
独
立
の
関
係
」 

 
 

○
文
の
成
分
…
文
を
組
み
立
て
る
と
き
の
文
節
の
役
割
の
こ
と
。 

 
 
 
 
 

 
 
 

「
主
語
」
「
述
語
」
「
修
飾
語
」
「
接
続
語
」
「
独
立
語
」 

 
 
 
 

◎
「
述
語
」
（
ど
う
す
る
・
ど
ん
な
だ
・
あ
る
・
何
だ
）
を
探
し
て
か
ら
「
主
語
」
（
何
が
・
誰
が
）
を
探
す
。 

 
 

◎
「
修
飾
・
被
修
飾
の
関
係
」
を
探
す
に
は
、
一
文
節
ず
つ
を
つ
な
げ
て
不
自
然
で
な
い
も
の
を
探
す
。 

 
 
 
 

＊
（
例
）
「
さ
ら
に
」
…
○
「
さ
ら
に
／
多
く
の
」 

×

「
さ
ら
に
／
方
が
」×

「
さ
ら
に
／
川
越
を
」 

 

〈
単
語
の
分
類
〉
☆
品
詞
に
つ
い
て
は
教
科
書p

2
5
1

～p
2
5
2
 

 

○
自
立
語
・
付
属
語 

・
文
節
の
は
じ
め
の
単
語
は
必
ず
自
立
語
。
文
節
に
自
立
語
は
一
つ
だ
け
。 

 

○
活
用 

 
 
 

 
 
 
 
 

・
文
の
中
で
使
わ
れ
る
と
き
に
単
語
の
形
が
変
化
す
る
こ
と 

国
語
（
中
一
）（
文
法
）
＊
解
答
・
解
説 

 

川越市マスコットキャラ

クター ときも 

ポ
イ
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ン
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（
１
）
ダ
イ
コ
ン
の
白
い
部
分
は
ど
の
器
官
な
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

 

（
２
）
ダ
イ
コ
ン
の
白
い
部
分
は
、
根
と
胚
軸
の
二
つ
の
器
官
か
ら
成
っ
て
い
る
（
の
で
す
。
） 

 

（
３
）
十 

 

（
４
）
身
近
な
ダ
イ
コ
ン
に
も
興
味
深
い
発
見
が
あ
る
。
他
の
野
菜
に
も
新
し
い
魅
力
が
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 

〈
説
明
的
文
章
の
問
題
〉 

 
 

 

○
構
成
を
と
ら
え
る
…
段
落
の
確
認
、
段
落
の
中
心
的
内
容
の
確
認
、
段
落
と
段
落
の
関
係
の
確
認 

 
 
 
 
 
 

＊
段
落
の
関
係
を
と
ら
え
る
に
は 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①
疑
問
・
問
題
の
文
を
確
認
す
る
。 

 
 
 
 
 

②
具
体
的
に
説
明
す
る
部
分
で
は
、
段
落
の
は
じ
め
の
語
句
を
確
認
す
る
。 

 
 
 
 
 

・
順
序
を
表
す
語
句
…
「
ま
ず
」
「
は
じ
め
に
」
「
次
に
」
「
最
後
に
」
な
ど 

 
 
 
 
 

・
関
係
を
示
す
語
句
…
「
し
か
し
」
「
そ
れ
で
は
」
「
つ
ま
り
」
「
な
ぜ
な
ら
」
な
ど 

 
 
 
 
 

③
筆
者
の
考
え
・
ま
と
め
を
確
認
す
る
。 

 

○
指
示
語
を
と
ら
え
る
…
指
示
語
の
部
分
に
あ
て
は
め
た
と
き
、
つ
な
が
る
よ
う
に
答
え
る
。 

 
 

○
答
え
方
の
ヒ
ン
ト 

 
 
 
 

「
抜
き
出
し
な
さ
い
」
「
書
き
抜
き
な
さ
い
」
の
と
き
に
は
、
文
中
に
書
か
れ
た
そ
の
ま
ま
を 

 

 

答
え
る
。
漢
字
を
ひ
ら
が
な
に
し
た
り
、
省
略
し
た
り
し
な
い
こ
と
。 

 

☆
（
５
）
・
根
で
吸
収
し
た
水
分
を
地
上
の
茎
や
葉
に
送
り
、
葉
で
作
ら
れ
た
糖
分
な
ど
の
栄
養
分
を
根
に
送
る
役
割
を
し

て
い
る 

 
 
 
 
 
 
 

・
虫
の
害
か
ら
身
を
守
る 

・ 

辛
み
成
分
を
蓄
え
て
い
る 

 
 
 
 
 
 
 

・
役
割 

  

〈
説
明
的
文
章
の
問
題
〉 

 
 
 

○
答
え
方
の
ヒ
ン
ト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

空
欄
を
埋
め
る
問
題
…
前
後
の
語
句
を
よ
く
確
認
し
、
内
容
や
文
が
つ
な
が
る
よ
う
に 

答
え
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

国
語
（
中
一
）（
説
明
的
文
章
）
＊
解
答
・
解
説 

使
用
教
材 

「
ダ
イ
コ
ン
は
大
き
な
根
？
」（
光
村
図
書p

4
4

～p
4
8

） 
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（
１
）
Ａ
・
Ｃ
・
Ｄ 

 
 

 

（
２
）
ア 

十
歳
ぐ
ら
い 

 
 

イ 
二
年 

  

〈
文
学
的
文
章
の
問
題
〉 

 

○
場
面
を
と
ら
え
る
…
登
場
人
物
の
確
認
、
場
面
の
確
認 

 
 
 
 

①
登
場
人
物
を
確
認
す
る 

 
 
 
 
 
 

・
名
前
・
年
齢
・
置
か
れ
て
い
る
状
況
・
他
の
登
場
人
物
と
の
関
係
な
ど 

 
 
 

・
名
前
が
な
い
場
合
（
「
私
」
「
僕
」
「
彼
」
「
友
人
」
）
は
、
特
に
注
意
。 

 
 
 
 

＊
こ
の
作
品
で
は
、
「
現
在
の
場
面
」
で
の
「
私
」
と
「
過
去
の
場
面
」
で
の
「
僕
」
が
別
の
人
物
に
な
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 

P
2
0
4

九
行
目
「
友
人
（
客
・
彼
）
は
、
そ
の
間
に
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。
」
の
「
次
」
が
、
「
過
去
の
場
面
」
全
体
で
、 

 
 
 
 
 
 

「
僕
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
「
友
人
」
で
あ
る
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
確
認
し
よ
う
。 

 
 
 
 

②
場
面
を
確
認
す
る 

 
 
 

・
時
（
年
・
季
節
・
時
間
帯
な
ど
）
を
表
す
言
葉
に
注
目
。 

  
 

○
答
え
方
の
ヒ
ン
ト 

 
 
 

「
抜
き
出
す
」
「
書
き
抜
き
な
さ
い
」
の
と
き
に
は
、
文
中
に
書
か
れ
た
そ
の
ま
ま
を
答
え
る
。 

 
 

漢
字
を
ひ
ら
が
な
に
し
た
り
、
省
略
し
た
り
し
な
い
こ
と
。 

 

（
３
）
Ａ 

イ 
 
 

Ｂ 

エ 
 
 

Ｃ 

ウ 

 

☆
（
４
）
（
例
）
・
自
分
は
盗
み
を
し
た
、
下
劣
な
や
つ
だ
と
い
う
こ
と
を
悟
っ
た
。 

 
 
 
 

 

（
例
）
・
見
つ
か
り
は
し
な
い
か
、
と
い
う
恐
ろ
し
い
不
安
に
襲
わ
れ
た
。 

 

〈
文
学
的
文
章
の
問
題
〉 

 
 
 

○
心
情
を
と
ら
え
る 

 

①
感
情
を
表
す
言
葉
、
心
の
中
で
思
っ
た
こ
と
が
語
ら
れ
る
部
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②
行
動
や
様
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③
情
景
描
写 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④
会
話 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊
行
動
の
理
由
（
動
機
）
と
な
る
心
情
、
行
動
の
結
果
変
化
し
た
心
情
な
ど
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

読
み
取
ろ
う
。 

 
 

 

国
語
（
中
一
）（
文
学
的
文
章
）
＊
解
答
・
解
説 

使
用
教
材 

「
少
年
の
日
の
思
い
出
」（
光
村
図
書
p202
～
p217
） 
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